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大
月
市
議
会
第
４
回
定
例
会

こ
ん
な
事
が
決
ま
り
ま
し
た
。

９
月
３
日
〜
30
日
（
28
日
間
）

予
　
算
（
補
　
正
）

○
人
口
減
少
・
少
子
化
等
に
よ

り
公
共
施
設
等
の
利
用
需
要
の

変
化
が
見
込
ま
れ
る
状
況
を
鑑

主
な
議
案
の
内
容

今
定
例
会
の
議
案
（
審
査
付
託
先
）

市
長
提
出
案
件

・
条
　
例
　
案

４
件
…
…
…
…
（
各
常
任
委
員
会
）

・
補
正
予
算
案

３
件
…
…
…
…
（
各
常
任
委
員
会
）

・
そ
の
他
の
案

２
件
…
…
…
…
（
各
常
任
委
員
会
）

・
25
年
度
決
算
認
定

９
件
…
…
…
…
（
決
算
審
査
特
別

委
員
会
）

請
　
願

…
…
…
…
…
２
件
（
各
常
任
委
員
会
）

◎
平
成
26
年
度
　
大
月
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

国
道
20
号
・
１
３
９
号

（
避
難
路
）沿
い
の
一
定

の
高
さ
の
建
物
の
耐
震

診
断
に
助
成
を
し
ま
す

○
耐
震
改
修
促
進
法
改
正
に
伴

い
旧
耐
震
基
準
の
大
規
模
建
築

物
・
県
が
指
定
す
る
防
災
建
築

物
、
避
難
路
（
国
道
20
号
・
１

３
９
号
）
沿
い
で
一
定
の
高
さ

を
有
す
る
建
物
の
耐
震
診
断
と

結
果
報
告
が
義
務
化
さ
れ
た
た

め
該
当
す
る
建
築
物
所
有
者
に

対
し
補
助
を
す
る
費
用
の
追
加

を
行
う
。

（
１
、６
１
３
万
円
・
該
当
者
に

は
個
別
に
連
絡
を
し
ま
す
。）

市
営
仲
山
団
地
の
４
区

画
を
売
却
し
、
公
共
施

設
整
備
基
金
に
繰
り
入

れ
ま
す

○
市
営
仲
山
団
地
、
全
９
区
画

の
内
、
入
居
中
の
５
区
画
中
、

４
区
画
を
入
居
者
に
売
却
し
公

共
施
設
整
備
基
金
に
繰
り
入
れ

ま
す
。
残
っ
て
い
る
空
き
家
に

つ
い
て
は
解
体
除
去
し
普
通
財

産
と
し
て
活
用
す
る
方
針
。

（
１
、
３
６
９
万
円
）

公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
を
策
定
し
ま
す
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み
、
公
共
施
設
等
の
全
体
を
把

握
し
、
長
期
的
視
点
を
も
っ
て

更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命
化
な

ど
を
計
画
的
に
行
う
こ
と
に
よ

り
財
政
負
担
を
軽
減
・
平
準
化

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
最
適
な

配
置
を
実
現
し
、
時
代
に
即
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く

事
を
目
指
し
、
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
を
策
定
す
る
。

（
６
４
８
万
円
）

◎
平
成
26
年
度
　
大
月
市
病
院

事
業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

そ
の
他

◎
訴
え
の
提
起
の
件

市
営
住
宅
の
家
賃
を
長
期
に

わ
た
り
滞
納
し
、
市
の
再
三
に

わ
た
る
催
告
に
も
納
入
し
な
い

滞
納
者
に
対
し
、
代
理
人
（
弁

護
士
）
に
よ
り
滞
納
市
営
住
宅

明
渡
及
び
滞
納
家
賃
支
払
の
訴

訟
提
起
を
行
い
、少
額
訴
訟（
60

万
円
以
下
）
の
も
の
は
代
理
人

を
た
て
ず
滞
納
家
賃
支
払
の
訴

訟
提
起
を
行
う
。

請
　
　
願

◎
年
金
削
減
の
中
止
、
最
低
保

障
年
金
の
実
現
を
求
め
る
請
願

書◎
手
話
言
語
法
（
仮
称
）
の
早

期
制
定
を
求
め
る
請
願
書

〈
い
ず
れ
も
、
採
択
と
な
り
ま

し
た
。
意
見
書
は
14
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
〉

陳
　
　
情

◎
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
の
周
知
、

及
び
労
災
認
定
基
準
の
改
正
な

ど
を
求
め
る
陳
情

〈
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。
〉

委
員
会
審
査
の
様
子

中
央
病
院
の
補
正
に
つ
い
て

Ｑ
　
一
時
借
入
金
の
限
度
額
が

８
億
円
か
ら
15
億
円
に
増

額
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経

過
を
詳
し
く
聞
き
た
い
。

Ａ
　
２
月
の
大
雪
や
旧
新
館
か

ら
ア
ス
ベ
ス
ト
が
発
見
さ

れ
、
そ
の
除
去
に
３
カ
月

を
要
し
た
事
に
よ
り
７
月

完
成
予
定
が
、
11
月
末
に

延
び
た
事
や
、
県
か
ら
頂

く
予
定
の
耐
震
化
の
事
業

の
補
助
金
は
要
綱
に
よ
り

工
事
完
成
後
で
な
い
と
い

た
だ
け
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
一
時
借
り
入
れ
の
増

額
が
必
要
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。

Ｑ
　
一
時
借
入
金
の
性
質
は
建

設
に
係
る
も
の
と
経
常
経

費
に
係
る
物
が
あ
る
と
思

う
が
内
訳
は
。

Ａ
　
建
設
に
係
る
借
入
限
度
は

11
億
円
、
経
常
的
な
借
入

金
限
度
額
は
４
億
円
で
す
。

Ｑ
　
一
時
借
り
入
れ
の
金
利
は
。

Ａ
　
今
は
０
・
２
％
で
す
。
仮

に
３
億
円
借
り
ま
す
と
年

間
60
万
円
ぐ
ら
い
、
半
年

で
す
と
30
万
円
で
す
。

Ｑ
　
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

と
は
ど
ん
な
シ
ス
テ
ム
な

の
か
。

Ａ
　
医
師
が
薬
局
に
対
す
る
薬

の
処
方
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
オ

ー
ダ
ー
、
検
査
の
オ
ー
ダ

ー
等
、
紙
伝
票
で
や
っ
て

い
た
こ
と
を
パ
ソ
コ
ン
で

行
う
と
い
う
事
で
す
。
オ

ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
と

そ
の
向
こ
う
に
は
電
子
カ

ル
テ
を
念
頭
に
お
い
て
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
ど
ん
な
効
果
が
期
待
さ
れ

る
の
か
。

Ａ
　
会
計
の
方
も
す
ぐ
計
算
が

で
き
、
最
終
的
に
会
計
の

方
で
待
つ
こ
と
が
か
な
り

緩
和
さ
れ
る
の
か
な
と
思

い
ま
す
。

Ｑ
　
い
つ
か
ら
稼
働
す
る
の
か
。

Ａ
　
10
月
１
日
か
ら
の
稼
働
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
。

病
児
病
後
児
保
育
に
つ
い
て

Ｑ
　
病
児
病
後
児
保
育
の
受
け

入
れ
可
能
な
定
員
は
何
名

か
。
増
員
は
可
能
か
。

Ａ
　
定
員
は
２
名
と
い
う
ふ
う

に
す
す
め
て
い
ま
す
。
今

後
は
ニ
ー
ズ
等
の
状
況
に

よ
り
、
検
討
し
決
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
　
新
規
事
業
で
あ
る
病
児
病

後
児
保
育
に
つ
い
て
、
今

後
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め

に
視
察
や
研
修
を
さ
れ
る

予
定
は
あ
る
か
。

Ａ
　
数
カ
所
に
視
察
に
行
か
せ

て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

財
産
売
り
払
い
収
入
に
つ
い
て

Ｑ
　
財
産
売
払
収
入
の
件
で
す

が
、
仲
山
団
地
の
売
り
払

い
方
法
に
つ
い
て
教
え
て

下
さ
い
。

Ａ
　
市
内
の
業
者
に
不
動
産
鑑

定
を
し
て
頂
い
た
結
果
、

基
地
隣
接
等
の
土
地
条
件

に
よ
り
土
地
価
格
に
は
開

き
が
あ
り
ま
す
が
、
価
格

を
決
定
し
売
却
す
る
事
と

な
り
ま
し
た
。

○
院
内
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
等
の
予
算
組
替
や
看
護
師
修

学
資
金
貸
付
金
の
追
加
な
ど
に

よ
り
補
正
を
行
う
。

○
中
央
病
院
の
一
時
借
入
金
の

限
度
額
を
８
億
円
か
ら
15
億
円

に
増
額
し
ま
す
。

院
内
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
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平成25年度決算を認定！

（
１
）
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
行
政

ニ
ー
ズ
の
高
度
化
、
多
様
化
な
ど
、
市
を
取
り

巻
く
環
境
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
中
に

あ
っ
て
、
審
査
を
通
じ
て
、
人
口
減
少
対
策
へ

の
対
応
に
手
薄
観
が
感
じ
ら
れ
た
。
特
に
移
住

定
住
対
策
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
の
空
き
家
バ

ン
ク
の
活
用
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
、

更
な
る
子
育
て
支
援
、
医
療
、
介
護
、
福
祉
、

防
災
対
策
な
ど
に
お
い
て
、
職
員
の
提
案
制
度

を
大
い
に
活
用
し
、市
長
指
揮
の
も
と
全
職
員
、

議
会
も
一
体
と
な
り
、
こ
の
難
局
に
立
ち
向
か

い
、
市
民
が
信
頼
し
、
安
心
し
て
生
活
の
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
る
よ
う
強
く
望
む
。

（
２
）自
主
財
源
を
確
保
す
る
た
め
の
手
段
と
し

て
、
市
公
共
物
を
含
め
た
市
有
財
産
等
、
積
極

的
に
処
分
し
、
財
源
を
確
保
す
る
よ
う
に
と
の

意
見
を
付
し
、
土
地
売
却
等
処
分
に
努
力
は
認

め
ら
れ
る
も
の
の
、
土
地
の
有
効
活
用
、
産
業

推
進
と
い
う
理
由
の
も
と
、
適
切
で
な
い
処
理

で
の
賃
貸
契
約
が
一
部
見
受
け
ら
れ
た
。
引
き

続
き
、
処
分
可
能
な
財
産
は
売
却
等
に
努
め
つ

つ
、
処
分
等
に
お
い
て
は
、
算
定
の
方
法
も
事

例
ご
と
と
す
る
な
ど
検
討
し
、
適
正
な
料
金
の

設
定
を
し
て
頂
き
た
い
。

ま
た
、
引
き
続
き
、
賃
貸
等
で
使
用
し
て
い

委員長　
山田 善 一

副委員長　
小泉 二三雄

・決算審査〜予算審査との違い、議会の役割
税金の使い方を決めるのが予算審査、決算審査は使わ
れた結果を検討し、今後の予算編成や行財政運営の改
善に役立てる大切な意義があります。

・決算審査特別委員会での「病院」「人口減少対策」「財
政」についての主な質問・意見と市（当局）の回答を
紹介します。

平
成
25
年
度
決
算
審
査
特
別
委
員
会
　
委
員
長
報
告（
要
旨
）

る
用
地
に
つ
い
て
は
、費
用
対
効
果
あ
る
い
は
、

効
率
的
運
用
の
観
点
に
立
ち
、
可
能
な
限
り
、

買
い
取
り
等
に
よ
る
取
得
に
努
め
ら
れ
た
い
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会
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決算審査特別委員会における主な論点Q＆A
Ｑ 病院経営管理指
標が初めて示された
が、人件費・委託費
・経 費 の 割 合 が 高
い。

Ａ 常勤医師 11 名、非常勤医師 61 名の給与費
が高い。経費のうち、委託費、光熱水費、燃料費
等が高く、分析・見直しが必要であると思って
いる。

Ｑ 「大月市子ども子
育て支援事業計画」
を策定する子ども・
子育て会議の状況は。

Ａ これまで４回実施、前回素案を出したので、
その後１月はじめのパブリックコメントを得て、
年度内に策定したい。

Ｑ 特色ある学校づ
くりに対する教育委
員会の考え方は。

Ａ 大月市で育った
子どもが大月を忘れ
ない教育を、校長先
生方と話している。
その一つとして、ふ
るさと教育の実践を
行っている。

Ｑ 空き家バンクの
登録をどうすすめて
いるか。賃貸物件は
難しいか。

Ａ 平成 25 年度末で登録物件 11 件、４件が成約
済み。登録を増やすため、空き家所有者には資料
を送付している。数か月を賃貸でとの希望があれ
ば市から所有者に伝えるよう対応する。

Ｑ 緊急地震速報は
命に係わる重要な情
報であるため、防災
放送を含めどう活用
するか。

Ａ 市に地震情報が入り次第、市民の皆様にでき
るだけ早く情報を伝達したい。その都度発信して
いきたい。

Ｑ 市有財産の土地
処分において、１円
からの入札について、
検討していないか。

Ａ 公社の解散手続きが完全に済むのと併せ、
地域の方々と話し合いを詰め、方法などを示した
計画案を作成したい。

Ｑ 徴収率を上げる
ためにどうしている
か。

Ａ 県内では催告書を３回送るという市町村が
多いので今年は試行的に３回にしたい。それと、
収納率向上月間を税務課独自に設け３月に行い
たい。

Ｑ 一部が土砂災害
特別区域となってい
るが、想定を超える
土砂災害があった場
合でも院内は大丈夫
と言えるか。

Ａ 東棟建物は南側 40 メートルあるが、近接の
山は土被り１メートル。土砂の高さ１メートルで
4,000 キロニュートンの負担となるが、建物はそ
の４倍の力に耐えられるため、院内は大丈夫で
ある。

詳しくは

http://www.city.otsuki.
yamanashi.jp

大月市空き家バンク

検索
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平成26年9 月定例会議決結果等一覧表
（賛成○　反対●　棄権ー）※小原丈司議長を除く

補正
予算

その他

請願

決算
認定

○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○

●○○○○○○○○○○○○○

○●○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○

○●○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○

藤
本
　
　
実

小
林
　
信
保

鈴
木
　
章
司

山
田
　
政
文

卯
月
　
政
人

山
田
　
善
一

西
室
　
　
衛

小
泉
二
三
雄

古
見
　
金
弥

後
藤
　
慶
家

奥
脇
　
一
夫

相
馬
　
保
政

大
石
　
源
廣

天
野
　
祐
治

結
　
　
　
果

議案番号

認定第１号

認定第２号

認定第３号

認定第４号

認定第５号

認定第６号

平成 25年度　大月市一般会計歳入歳出決算
認定の件
平成 25年度　大月市大月短期大学特別会計
歳入歳出決算認定の件
平成 25年度　大月市国民健康保険特別会計
歳入歳出決算認定の件
平成 25年度　大月市簡易水道特別会計歳入
歳出決算認定の件
平成 25年度　大月市下水道特別会計歳入歳
出決算認定の件
平成 25年度　大月市介護保険特別会計歳入
歳出決算認定の件

認定第７号 平成 25年度　大月市介護サービス特別会計
歳入歳出決算認定の件

認定第８号 平成 25年度　大月市後期高齢者医療特別会
計歳入歳出決算認定の件

認定第９号

請願第５号

請願第６号

意 見 書
第 ５ 号

意 見 書
第 ６ 号

平成 25年度　大月市病院事業会計決算認定
の件
年金削減の中止、最低保障年金の実現を求め
る請願書
手話言語法（仮称）の早期制定を求める請願
書

「年金削減の中止、最低保障年金の実現」を
国に求める意見書

手話言語法（仮称）の制定を求める意見書

種別
議　員　名

案　件　名

第 61 号 訴えの提起の件
訴えの提起の件

大月市投票管理者等の報酬に関する条例中改
正の件
平成 26年度　大月市一般会計補正予算
（第４号）第 58 号

平成 26年度　大月市介護保険特別会計補正
予算（第１号）第 59 号

第 60 号

第 62 号

平成 26年度　大月市病院事業会計補正予算
（第１号）

大月市特定教育・保育施設及び特定地域型保
育事業の運営に関する基準を定める条例制定
の件

第 54 号

第 55 号 大月市家庭的保育事業等の設備及び運営に関
する基準を定める条例制定の件

第 56 号 大月市放課後児童健全育成事業の設備及び運
営に関する基準を定める条例制定の件

第 57 号

条例 原案
可決

原案
可決

原案
可決

採択

原案
可決

認定

意見書


